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Introduction
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C O M P A N Y P R O F I L E

代 表 取 締 役 会 長

本 多  聰 介

取 締 役 執 行 役 員

加 田 木  太 朗

代 表 取 締 役 社 長

秋 田  智 一

取 締 役 執 行 役 員

川 野  裕 介

経 済 産 業 省  小 売 電 気 事 業 者  登 録 番 号 A 0 0 6 0

経 済 産 業 省  特 定 卸 供 給 事 業 者  登 録 番 号  8 3

日 本 卸 電 力 取 引 所 （ J E P X ） 取 引 会 員  

日 本 気 候 リ ー ダ ー ズ ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ （ J C L P ※ ）  正 会 員

気 候 変 動 イ ニ シ ア テ ィ ブ （ J C I ）  参 加

G X リ ー グ  加 盟

社名

代表取締役社長

本社所在地

資本金

事業概要

従業員数

設立

事業所

主要株主

取締役株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ   

（英文） i GRID SOLUTIONS Inc.

秋 田  智 一

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 二 丁 目 4 番 7 号

4 , 9 9 6 百 万 円  ※資本剰余金含む （ 2 0 2 5 年 6 月 末現 在 ）

➢ 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 資 源 等 を 統 合 活 用 可 能 な プ ラ ッ ト
フ ォ ー ム の 開 発 ・ 運 営

➢ オ ン サ イ ト ソ ー ラ ー 発 電 所  の 開 発 ・ 運 営 及 び そ れ ら
の 支 援 ・ コ ン サ ル テ ィ ン グ サ ー ビ ス

➢ 蓄 電 池 や E V 関 連 サ ー ビ ス を 含 む 、 G X （ グ リ ー ン ト
ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ） 促 進 に 係 る 各 種 サ ー ビ ス
提 供

➢ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 資 源 の 効 率 的 な 使 用 / 循 環 を 目 的
と し た エ ナ ジ ー ト レ ー デ ィ ン グ ー ビ ス

1 3 1 名 （ 2 0 2 5 年 6 月 末現 在 ）

2 0 0 4 年 2 月

中 部 支 社 、 関 西 支 社 、 九 州 支 社

所属機関

伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社

関 西 電 力 株 式 会 社

東 急 不 動 産 株 式 会 社

金 融 機 関 （ 大 手 リ ー ス 会 社 等 ）

T H E  F U N D 投 資 事 業 有 限 責 任 組 合

※日本気候リーダーズ・パートナーシップ（JCLP）とは「脱炭素社会」への移行をビジネ

ス視点でとらえ、個別企業の枠を超えた活動活動する目的で2009年に設立された日本独自

の企業グループ。
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M I S S I O N
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V I S I O N
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時 代 を 先 取 り し 、 成 功 し た ビ ジ ネ ス が あ る か ら 今 の ア イ ・ グ
リ ッ ド ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ は 存 在 す る 。

し か し 、 今 ま で に ビ ジ ネ ス の 発 想 ・ 企 画 は 山 ほ ど あ っ た が 、 成
功 し た の は わ ず か で あ る 。 3 0 0 の 企 画 が あ れ ば 、 成 功 は た っ

た 2 つ し か な い 。

大 切 な の は 分 母 を 多 く す る こ と 。 3 0 0 の 企 画 で 2 つ の 成 功 な ら 、
6 0 0 の 企 画 で 成 功 は 4 つ に な る 。

発 想 ・ 企 画 が 多 い ほ ど 、 成 功 例 も 増 え る と い う 考 え 方 で あ る 。
そ れ は 、 企 業 と 人 を 強 く す る た め の 方 法 論 。 さ ら に 発 想 ・ 企 画
を 、 ビ ジ ネ ス や シ ス テ ム に す る 実 行 力 も 必 要 で あ る 。

「 夢の実現に挑戦するために、頭と体に汗をかく 」 。

そ れ が ア イ ・ グ リ ッ ド ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 全 社 員 の 姿 勢 で あ る 。

300

２

失敗・挑戦の歴史

C U L T U R E
ア イ ・ グ リ ッ ド  イ メ ー ジ キ ャ ラ ク

タ ー

プ ロ ス ケ ー ト ボ ー ダ ー  堀 米雄 斗 選

手
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S U S T A I N A B I L I T Y

アイ・グリッドでは、自分たち自身もサステナブルでありながら、自治体・企業・地域社会のみなさまと一緒に、持続可能な社会を共

創したいと考えています

アイ・グリッドでは2017年から商業施設の屋根を活用した分散

型太陽光発事業を開始。それから今日まで、木を１本も

切ることなく、再エネ自給率最大化を実現していま

す。また、地域の脱炭素を推進するアライアンスにより、「エネル

ギーの地産地消」を叶えています。

自然を傷つけない・

壊さない事業

B u s i ne ss

日本を代表する講師陣と高度環境人材を育成する

「環生塾」の立ち上げ、共に社会システムの変革へ

挑戦する機関への加盟や賛同、エネルギーの未来に

ついて研究し発信するオウンドメディア「グリラ

ボ」の運営など、社会と共創しGXを推進する活動を

多数行っています。

C o l l a b o r a t i o n

G X・脱炭素を共創する取り組み

エネルギーシステムのサステナビリティを目指し、

「持続可能な企業活動／社員の働き方」を追求し、活

力がめぐる組織につながる「学び」「多様性」を軸と

したウェルビーング経営を実践しています。それが、

アイ・グリッドのウェルビーイング 「i being –ア

イ・ビーイング-」です。

W e l l - b e i n g

わたしたち自身の可能性を最大化
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C O M P A N Y  B A C K G R O U N D

株式会社コスト削
減

総合研究所

を設立

２００４

エネルギーマネジメン

トシステム 『見えタ

ロー🄬』 サービス開始

２００5

株式会社環境経営

戦略総研

に商号変更

２００7

太陽光発電事業

開始

２０11

電力供給サービス

開始

２０14

株式会社アイ・グリッド・ソリュー
ションズ

に商号変更

２０15

２０17

株式会社 VPP Japan

設立

PPAモデルによる

オフグリッド電力供給事

業

開始

２０17

株式会社アイ・グリッド・ラ
ボ

設立

２０２０

CO2排出量実質

ゼロの電気

『スマ電CO2ゼロ』

の販売開始

PPAソーラーアライアンス

事業開始

２０23

「余剰電力循環モデ

ル」

を国内で初めて導入

２０21

株式会社 VPP Japan、株式会社アイ・グリッド・
ラボ

を吸収合併

２０２4

企業ロゴのリニューアル

スローガン「変化より、はやく」を公開

太陽光発電施設の

累計稼働容量

250MW到達

２０24

R.E.A.L. 

New Energy

Platform🄬 を

商用化

２０２２

２０２４年 グループ会社を吸収合併し、アイ・グリッドは新たなステージへ。

太陽光発電施設の

累計稼働容量

100MW到達

蓄電池事業、

再エネ100％の

EV充電を導入した

GX Storeを開始
                                                                 



                                                                 

アイ・グリッドの実績

Achievement
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※富士経済 2024年版 太陽電池関連技術・市場の現状と将来展望／第三者所有モデル（PPAモデル、リース）・非住宅（10kW以上）・2023年度
実績
上記に加え、下記２調査でもシェアNo1を獲得
・富士経済 再生可能エネルギー発電システム・サービス市場／参入企業実態調査2022 第三者所有モデル（PPA、リース）部門、非住宅(10kW以
上)・2021年度実績

・富士経済_2023年度 太陽電池関連技術・市場の現状と将来展望 第三者所有モデル（PPA、リース）部門、非住宅(10kW以上)・2022年度実績

※実績数値にはPPAアライアンスの実績も含みます。

※PPA以外の太陽光発電所の開発実績：43施設/21MW（2025年5月末時点）

1,165施設 / 282MW

稼働済み

発電所

320社↑

2025年5月末

時点

オンサイト P P A実績

全国 4 6都府県で分散型発電所を保有／オンサイトP P A国内実績N o . 1 ( ※ ）

許可を頂戴した一部のお客さまのロゴを掲載させていただいております（順不同）

P P A

契約先

国内実績  ３年連続  NO.1

サービスを導入いただいたお客様

2025年5月末

時点
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２０２４．12

２5０MW突破

オンサイトP P A  発電容量（累計）

稼働施設の発電容量 20 0MW

設置面積 (概算 )  2,0 01,1 60㎡

東京ドーム換算  約43個分 ※ 2 0 2 4 年 4 月 時 点

46都府県に分散型発電所を保有

CO２削減効果  94 ,7 65t - c o 2 / k W h

→約3 . 7万世帯分の年間電力使用から排出される

 C O 2 量に相当。

（令和4年度 CO2排出実態統計調査より算出）

1営業日ごとに1.5発電所を稼働する

ペースで拡大

２０２２．12

1００MW突破

２０２１．09

5０MW突破

オンサイト P P A発電容量

２０２3．12

2００MW突破
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自然を壊さずに再エネを広げる取り組みが評価され、様々な賞や評価をいただいています

第8回日本環境経営大賞（環境価値創造部門）「環境価値創造賞」受賞 ／ 第6回エコプロダクツ大賞（エコサービス部門）「審査委員長特別賞」受賞 ／第3回ニッポン新事業創出大賞（アントレプレナー
部門）「最優秀賞」受賞 ／アントレプレナー・オブ・ザ・イヤー【EOY】【スタートアップ部門】 ファイナリスト受賞／ Eco japan cup 2007【ビジネス部門】「敢闘賞」受賞 ／2020 年度省エネ大賞 
「 省エネルギーセンター会長賞 」 受賞 ／2021年度 第3四半期 Mizuho Innovation Award 受賞 ／「第10回プラチナ大賞」優秀賞 GX社会賞を受賞 

[新エネ大賞]

新エネルギー財団会長賞 受賞 

[日本企業として初めて]

GX Unicorn 選出 

[環境省 グッドライフアワード]

環境大臣賞 最優秀賞 受賞 

２０21年

[環境省 気候変動アクション]

環境大臣賞 表彰

２０22年 ２０23年 ２０23年

【受賞の理由】

自立分散型の太陽光による再生可能

エネルギーにテクノロジーを活用し

国内に広く展開している

施設の屋根を有効活用し、災害にも

強く、効率よく自然の負荷がかから

ずに地域と自然が守られるという循

環をすでに事業として体現している

【受賞の理由】

分散型太陽光発電システムによる

「再生可能エネルギーの余剰循環

モデル」が、気候変動の緩和に対

する継続的な取り組みとして評価

され、先進導入・積極実践部門で

受賞

【受賞の理由】

分散型太陽光発電システムによる

「再生可能エネルギーの余剰循環

モデル」が、分散型新エネルギー

の先進的な取り組みとして評価さ

れ、分散型新エネルギー先進モデ

ル部門で受賞

その他
受賞歴

NIKKEI GXが、脱炭素分野で急成長

する世界の有力スタートアップとし

てリスト化した「GX Unicorn」に、

日本企業として初めて選出された。

（旧 VPP Japan）

融資を含めた累計調達額が２３８億

円に上ったことなどが要因で、新た

にリストに加わっています

受賞歴



                                                                 

アイ・グリッドの事業

Business
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事業／サービス

クライアントソリューション

PPA/TPOサービス 

インテグレーションサービス

その他

アライアンスソリューション

最大限に再エネを発電させる「余剰電力循環スキーム」

で、再生可能エネルギー比率アップと電力コスト削減を

実現

災害時にも強い次世代型施設「GX StoreⓇ」や「GX 

LogisticsⓇ」の構築などをサポート

EV充電システム導入など

地方自治体・金融機関・地域企業など、提携パートナーと

の

アライアンスによって、各地域の脱炭素化を推進

GX

ソリューション

事業

エナジー

トレーディング

事業

統合的なGXソリューション

の提供により、地域や企業

の脱炭素化を加速させ、そ

の先にある新しい成長を支

援します。

CO2ゼロ電力を供給すること

で、電力供給サービスを通じ

て環境に優しいエネルギーを

めぐらせることに貢献します。

家庭向け

法人向け

再エネの活用と、売り上げの一部

を投資して太陽光発電所の新設を

行う、電気を導入するだけで、脱

炭素エネルギーの普及につながる

プランを提供

CO２ゼロの法人向け電力プラン

を提供

企業や自治体の再エネ自給率を最大化するGXソリューション事業、余剰再エネを循環／供給するエナジートレーディング事業を営んでいま

す
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初期投資・
維持管理ゼロ

電力コスト削減
・安定化

脱炭素・
再エネ調達

停電時の補助電源
・ B C P対策

Point

参考：P P Aとは

PPA（Power Purchase Agreement：電力販売契約）とは、経済的に再エネ調達ができる脱炭素に不可欠な電力供給サービスです

PPA事業者

アイ・グリッドがお客さまの建物屋根に太陽光発電設

備を設置。発電した電気はその施設へ直接供給・消費

し、お客さまから電力使用量をお支払いいただく仕組

みです。

貴社施設 （設置・需要場

所）
現在ご契約の電力会社

設置・運用・保

守

貴社施設で利用

不足分は
系統電力から供給電力利用料

支払い

P P A
（ 電 力 購 入 契 約 ）
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G X  S t o r e 動画はこちら
（ 全 画 面 表 示 で 画 像 ク リ ッ ク ）

G Xソリューション  コンセプト  

ルーフトップ/カーポート太陽光、蓄電池、EVチャージャーを備えた新時代の店舗構想を、流通小売企業さま向けに提案しています

施設の再エネ発電を最大限に高める次世代施設構想

〇 再エネ先進企業への転換 〇 BCPの強靭化 〇 新時代・新生活のリーダーへ

G X  L o g i s t i c s 動 画 は こ ち ら
（ 全 画 面 表 示 で 画 像 ク リ ッ ク ）

GX Store GX Logistics

https://youtu.be/F6gU9RSxGkU
https://youtu.be/aSVRwvNlMPU?si=RnequJm46IoxGExp
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余剰電力循環スキーム

余剰電力を
AI予測

施設で使いきれない余剰電力量をAI予測し、アイ・グリッドが電源として

活用。他需要家へ電力供給します。これにより、屋根ポテンシャルを無駄

にしないソーラー設置と再エネの最大循環の双方が可能になります。

NG

屋根の一部だけに
太陽光設置

再エネの最大循環

余剰電力循環スキーム

エナジートレーディング事

業

GXソリューション事業

一般的なスキームでは、コントロールが難しい余剰電力を出さな

いように太陽光を設置。本来の発電ポテンシャルを活かせず、再

エネが循環していきません。

施設の再エネ利用量も
最大化

一般的なスキーム

GXソリューション事業、エナジートレーディング事業、プラットフォームの３つを活用し、消費しきれない余剰電力を余すことなく循環さ

せ、再エネ自給率最大化させることができるのが、余剰電力循環スキームです

余剰電力が活用できない
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エナジートレーディング

屋根上太陽光から生み出された余剰再エネの一部をご契約者さまにお届けするなど、エナジートレーディング（電力供給）を通じて、環境

に優しいエネルギーをめぐらせています。

商業施設や物流施設といった建物の屋根を利用し、全国各地に太陽光発電所を建設。野山など自然を壊さずに再生可能エネルギーを生み

出しています。スマ電 C O 2 ゼロからいただいた収益の一部を太陽光発電所の新設に活用するスキームにより、電気を契約いただくことが

再エネを増やす活動につなげています。また、屋根上太陽光から生み出された再エネの一部をスマ電 C O 2 ゼロのご契約者さまにお届けす

るなど、環境に優しいエネルギーを一般家庭等にもめぐらせています。

ス マ 電 C O 2 ゼ ロ （ 家 庭 向 け 電 力 供 給 サ ー ビ ス ）

https://smaden.com/
https://smaden.com/
https://smaden.com/


19                                                                 

R . E . A . L .  N e w  E ne r g y  P l a t f o r m ® 主な３つの機能

１画面でリアルタイムに再エネ自給状況を可視化

気象データ／電力需要予測／太陽光発電量／蓄電池やEVの充放電／CO2削減量など

様々な電力設備を統合的に最適管理

蓄電池／EV／その他の電力設備など

消費しきれず余った再エネは他施設へ

他拠点／グループ会社／地域住民など
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T EC HN O L O G Y  - R . E . A . L .  N e w  E n e r g y  P l a t f o r m ®  とは

本プラットフォームを通じ

全国各地でVPP発電所が稼働中

再エネをつくるから使うまで。

不安定な太陽エネルギーを、

ビッグデータとAI予測で最適化

R.E.A.L. New Energy PlatformⓇは、先進技術を融合したアイ・グリッド独自のプラットフォームです。

全国に散らばるオンサイトソーラー、蓄電池、EV充電設備、エネマネシステム、需要家をAI基幹システムとつなげ、分散型のエネルギーネット

ワークを構築。再生可能エネルギーが循環する基盤となっています

AI予測 IoT制御Cloud



                                                                 

Future

ア イ ・ グ リ ッ ド の 将 来 構 想
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アイ・グリッド・ラボは、少し先の社会をデザインし、新たなビジネスの種を生み出すビジネスラボです。

多様なプロフェッショナルとの共創によって、未来社会を構想し、その実装に向けたビジネスデザインや技

術開発・実証を繰り返しながら、エネルギーや未来のライフスタイルの可能性を探索しています。

脱炭素社会の未来をデザインする

「アイ・グリッド・ラボ」

アイ・グリッド・ラボとは –  共創により新しい未来をデザインするプロジェクトベースのラボラト
リー  ‐

COLLABORATION
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事業構想  「ＧＸ  Ｃｉｔｙ ®」

エネルギーや産業構造の脱炭素型への転換に

よって新たな競争力を生み、成長へと繋げてい

くGX（グリーントランスフォーメーション）が

求められています。

GX Cityが実現することで、地域の魅力を向上さ

せ、人も経済も活性化していく、

それがこの事業構想の目指すところです。

「G X  C i t y ®」とは、再エネの地産地消を実現し、自然を傷つけない地域の脱炭素化・レジリエンス強化・経済

活性化、生活利便性・快適性の向上を、地域企業や自治体と一緒に目指す都市のあり方です
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「ＧＸ  Ｃｉｔｙ ®」  実現ステップ

日本各地のG Xを推進するプラットフォーマーとしてG X  C i t yの実現を目指していきます

自然を壊さない

オンサイトソーラーの導入拡

大

地域アライアンスの拡大で

分散型電源の導入を加速

EVシフト対応と蓄電池導入の

両輪で太陽光を最大活用

需給バランス調整で分散型再エネを

地域全体で余さず活用

屋根上に加えてカーポート型ソーラーも

活用し、新たな土地開発を必要としない

オンサイトソーラーの導入を拡大します。

さらに、ペロブスカイト太陽電池を取り

入れた工法の開発によって導入量の増加

を目指すほか、蓄電池、商用EVの導入も

推進していきます。

オンサイトPPA事業、GXテクノロジーに、

地方自治体や地銀とのアライアンスによ

る持続的なファイナンスを組み合わせ、

地域への分散型電源の導入によるエネル

ギー地産地消サイクルの構築を加速させ

ます。

蓄電池の導入を推進することで、太陽光

の活用を最大化します。蓄電池の導入に

加え、太陽光発電システムとV2Hを組み

合わせ、普及が進むEVを蓄電池として活

用していくことで、社会コストを抑制し

た形で再エネ普及を後押しします。

「R.E.A.L. New Energy Platform®」で、

地域内の需給バランスを調整します。余

剰電力の地域循環、EVの充電マネジメン

トをはじめ、発電量が不安定な太陽光を

余さず活用することで、地域の再エネ自

給率を最大化し、「GX City」の実現を

加速させていきます。

３ ４１ ２
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